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Ⅰ．調査概要 
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１．目的 

  本住民アンケート調査は、田原本町内の小中学校の再配置計画を策定するにあたり、実際に

施設を利用する園児・児童の保護者から教育環境に関する意見・考えを把握するための基礎資

料とすることを目的として実施した。 

 

２．調査設計 
個別施設計画策定のための参考資料や基礎データとするための調査項目を設定。具体的な調

査設計は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

３．配布・回収状況 

 

 

 

４．この報告書の見方 

ア 各設問の集計に当たっては、無回答等を含め n数と表示している。 

イ 百分率（％）は原則として小数第 2位を四捨五入し表示している。四捨五入の結果、個々の

比率の合計と全体を示す数値が一致しないことがある。 

 

  

調査対象 田原本町内の小、中学校及び幼稚園、保育園に通う子供の保護者、田原本

町内の中学校に在席している生徒 

配布数 3,960 件 

実施期間 令和 2年 6月 10 日（水）～6月 22 日（月） 

調査方法 質問用紙を手渡しで配布し、回答者が各教育施設に返送 

配布数 3,960 件 

回収数 3,398 件（うち保護者用アンケートは 2,637 件） 

回収率 85.8％ 



 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．調査結果 
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【調査結果概要】 

回答者情報 

 子どもの性別では、「女性」1,324 人（50.2％）、「男性」1,298 人（49.2％）となっている。 

 年齢では、「中学生」が 637 人（24.2％）で最も多く、次いで「幼児（3～6 歳）」が 493 人（18．

7％）で続いている。 

 校区では、「田原本小学校区」が 955 人（36.2％）で最も多く、次いで「南小学校区」が 618 人

（23.4％）で続いている。 

 

適切な教育環境について 

 1 学年当たりの希望クラス数では、「2～3クラスがよい」1,776 人（67.3％）、「4～5クラスがよ

い」592 人（22.4％）となっている。 

 1 クラス当たりの希望生徒数では、「20 人程度」が 1,256 人（47.6％）で最も多く、次いで「30

人程度」が 1,230 人（46.6％）で続いている。 

 現在の学校の教育環境について、「そう思う」「ややそう思う」と考える内容については「さまざ

まな個性を持つ友達と触れ合い、互いに切磋琢磨できる」が 2,101 人（80％）で最も多く、次い

で「協調性を養う機会に恵まれる」が 2,041 人（77％）で続いている。 

 

学校配置の今後の在り方について 

 適切な教育環境の維持向上についての取り組みとしては、「現行のままの学校配置で良い」が

1,279 人で最も多く、次いで「すべての学校を対象に、通学区域の見直しや統合をすべきである」

が 718 人で続いている。 

 学校の統廃合をした場合に気になることとしては、「最も気になる」と選択された中では「通学

距離について」が 1,044 人（40％）で最も多く、「次点で気になる」と選択された中では「通学

方法について」が 606 人（23％）で続いている。 

 

通学区域、学校選択について 

 通学区域を変更する場合の配慮すべき項目として、「遠距離通学にならないように配慮する」が

1,900 人と最も多く、次いで「通学路は交通量の多い道路や川など、危険な場所がないように配

慮する」が 1,861 人で続いている。 

 学校選択について思うこととして、「指定された小中学校に入学させるべきだと思う」が 1,204

人（45.7％）と最も多く、次いで「指定された小中学校の隣接校なら入学させてもよいと思う」

が 763 人（28.9％）で続いている。 

 再配置によって期待することとして、「子どもの交友関係が広がり、社会性が身につくこと」が

1,080 人で最も多く、次いで「教育環境や設備が充実すること」が 1,006 人で続いている。 

 前述の質問において、再配置について「期待することは特にない」と回答した理由としては、「詳

細な計画が提示されておらず具体的な利点が理解できないため」が 83人で最も多く、次いで「教

員の質や教育内容が本質的に変わるわけではないため」が 77 人で続いている。 
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 通学距離（通学時間）はどの程度までならよいと思うか、について「1.5 ㎞（徒歩で約 30 分）

まで」が 1,801 人（68.3％）で最も多く、次いで「500ｍ（徒歩で約 10分）まで」が 537 人（20.4％）

で続いている。 

 今後、通学距離が遠くなった場合の通学手段として、「自転車で通学させたい」が 1,372 人

（52.0％）で最も多く、次いで「遠くなってもできるだけ徒歩で通学させたい」が 730 人（27.7％）

で続いている。 

 

学校環境について 

 将来、私立校（小学校、中学校）に通わせることを検討しているか、については、「いいえ」が

2,229 人（84.5％）で最も多く、次いで「はい」が 219人（8.3％）で続いている。 

 

住民参画について 

 今後、住民参画として希望する取り組みとして、「議論・対話の機会（ワークショップ等）をつ

くる」が 676 人で最も多く、次いで「アイデア提案の機会をつくる」が 657 人で続いている。 
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Ⅰ．回答者情報 

 

■ 問１ お子さまの性別を教えてください。（ひとつに〇） 

「女性」が 50.2％で最も多く、次いで「男性」が 49.2％となっている。 

 

 

 

■ 問２ お子さまの年齢を教えてください。（ひとつに〇） 

「中学生」が 24.2％で最も多く、次いで「幼児（3～6歳）」が 18.7％で続いている。 

 

 

 

  

無効回答
0.0%

無回答
0.6%

男性
49.2%

女性
50.2%

n=2637

無効回答
0.1%

無回答
0.4%

乳児（０～２歳）
6.0%

幼児（３～６歳）
18.7%

小学１～２年生
16.6%

小学３～４年生
16.1%

小学５～６年生
18.0%

中学生
24.2%

n=2637
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■ 問３ お子さまの居住地区（小学校区）について教えてください。 

（ひとつに〇） 

「田原本小学校区」が 36.2％で最も多く、次いで「南小学校区」が 23.4％で続いている。 

 

 

 

Ⅱ．適切な教育環境について 
※問４以降の設問について、幼稚園・保育所に通う子どもの保護者の場合、子ど

もが小学校に上がった場合を想定して回答 

 

■ 問４ 現在の学校のクラス数は１学年当たり何クラスが望ましいと思います

か。（ひとつに〇） 

「2～3 クラスがよい」が 67.3％で最も多く、次いで「4～5 クラスがよい」が 22.4％で続

いている。 

 

 

  

無効回答
0.0%

無回答
0.5%

東小学校区
5.3%

北小学校区
12.9%

田原本小学校

区（田原本中学

校区※１）
20.4%

田原本小学校

区（北中学校区

※２）
15.8%

南小学校区
23.4%

平野小学校区
21.6%

n=2637

無効回答
0.3%

無回答
1.8%

１クラスがよい
2.1%

２～３クラスが

よい
67.3%

４～５クラスが

よい
22.4%

６クラス以上で

もよい
5.3%

複式クラス※１

（複数学年が１

学級）でもよい
0.7%

n=2637
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■ 問５ 児童・生徒数は１クラス何人位が適切だと思いますか。（ひとつに〇） 

「20人程度」が 47.6％で最も多く、次いで「30人程度」が 46.6％で続いている。 

 

 

 

■ 問６ 現在の学校の教育環境について、以下の 10 項目に対してそれぞれ「そ

う思う」から「そう思わない」のうち、最も当てはまるものに丸「○」を一

つ付けてください。 

「そう思う」「ややそう思う」と回答された中では、「さまざまな個性を持つ友達と触れ合

い、互いに切磋琢磨できる」が 80％で最も多く、次いで「協調性を養う機会に恵まれる」

が 77％で続いている。 

 

 

 

  

無効回答
0.2%

無回答
1.1%

10人程度
1.6%

20人程度
47.6%

30人程度
46.6%

40人程度
2.4%

その他
0.6%

n=2637

10%

14%

9%

12%

16%

18%

11%

23%

25%

16%

41%

39%

34%

52%

53%

59%

44%

57%

49%

46%

35%

37%

42%

30%

25%

18%

37%

15%

16%

32%

11%

8%

13%

3%

4%

2%

5%

3%

7%

4%

3%

2%

3%

3%

3%

2%

3%

2%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校施設の整備状況は充実している

学年を越えた友達ができやすい

同じ児童とずっと同じクラスで過ごせ、互いに親密になれる

学校行事での活躍の場が豊富になる

学校全体に活気があり、学校行事が盛大にできる

協調性を養う機会に恵まれる

ゆとりのある教育が受けられる

さまざまな個性を持つ友達と触れ合い、互いに切磋琢磨できる

クラス替えがあり、たくさんの友達ができる

一人ひとりに目が行き届き、丁寧な指導が期待できる

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答 無効回答

n=26368
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Ⅲ. 学校配置の今後の在り方について 

 

■ 問７ 適切な教育環境を維持向上していくために、児童・生徒数が低下して

いる状況を踏まえつつ、どのように対応してくことが良いと考えられます

か。（ひとつに〇） 

「現行のままの学校配置で良い」が 1,279 人で最も多く、次いで「すべての学校を対象に、

通学区域の見直しや統合をすべきである」が 718 人で続いている。 

  

1,279 

718 

388 

160 

50 

31 

11 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

現行のままの学校配置で良い

すべての学校を対象に、通学区域の見直

しや統合をすべきである

小規模校を対象に、近隣の学校と統合す

べきである

国または奈良県・町の方針に基づき適正

規模化を進めるべきである

無回答

その他

無効回答

n=2637
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■ 問８ 平成 29 年１月に公表された「田原本町学校・幼稚園の規模及び配置の

適正化に関する考え方について(答申)」の中では「統廃合等も視野に入れた

検討を早急に進める必要があると考えます」という意見も表明されておりま

すが、仮に学校の統廃合を実施した場合どのような事が気になりますか。以

下の選択肢番号（１．～７．）のうち、最も当てはまるものを 1位の回答欄

に、次いで当てはまるものを２位の回答欄に記入してください。 
1 位の回答では「通学距離について」が 40％、２位の回答では「通学方法について」が

23％とそれぞれ最も多い回答となった。 

 

  

15%

19%

14%

9%

22%

40%

23%

7%

16%

18%

4%

1%

4%

4%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2位

1位

通学区域について 学校の選択手段について

通学距離について 通学方法について

環境変化による子どもへの影響 学校跡地の活用

その他 無効回答

無回答

n=5255
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Ⅳ. 通学区域、学校選択について 
 

■ 問９ 小中学校の通学区域を変更する場合、どのようなことに配慮すべきだ

と思いますか。（あてはまるもの全てに〇（複数選択可）） 

「遠距離通学にならないように配慮する」が 1,900 人と最も多く、次いで「通学路は交通

量の多い道路や川など、危険な場所がないように配慮する」が 1,861 人で続いている。 

 

 

■ 問 10 小中学校の学校選択について、どのように思いますか。（ひとつに〇） 

「指定された小中学校に入学させるべきだと思う」が 45.7％と最も多く、次いで「指定さ

れた小中学校の隣接校なら入学させてもよいと思う」が 28.9％で続いている。 

 

 

  

1,900 

1,861 

1,243 

60 

22 

18 

0 500 1,000 1,500 2,000

遠距離通学にならないように配慮する

通学路は交通量の多い道路や川など、

危険な場所がないように配慮する

同じ地区の区域で、通学区域が

分かれないように配慮する

その他

無回答

無効回答

n=5104

無効回答
0.3%

無回答
1.6%

指定された小

中学校に入学

させるべきだと

思う
45.7%

指定された小

中学校の隣接

校なら入学させ

てもよいと思う
28.9%

町内の小中学

校ならば、どこ

に入学させても

よいと思う
22.4%

その他
1.1%

n=2637
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■ 問 11 小中学校の再配置によって期待することは何ですか。 

（○は最大３つまで（複数選択可）） 

「子どもの交友関係が広がり、社会性が身につくこと」が 1,080 人で最も多く、次いで「教

育環境や設備が充実すること」が 1,006 人で続いている。 

 

  

1,080 

1,006 

964 

787 

692 

630 

344 

244 

231 

187 

154 

92 

83 

56 

24 

22 

0 200 400 600 800 1,000

子どもの交友関係が広がり、社会性が身につくこと

教育環境や設備が充実すること

児童・生徒へのきめ細かな配慮がされること

安全で安心な学校づくりに向けて、緊急時の

防犯システム等を備えた学校づくりを行うこと

スポーツや文化活動が盛んになり、活気がうまれること

比較的近くに学校・幼稚園があり、

通園・通学の負担が少ないこと

競争意識により学力が向上すること

学校と地域の情報交換を進めるなどで、

子どもたちの日常生活を地域が支える関係をつくること

幼小の連携が密接であり、

小学校への移行がスムーズであること

学校施設の開放により、身近な学習や

スポーツの場の提供など、地域活動の充実

期待することは特にない

異年齢間のふれあいの機会が多くもてること

先生が地域の一員として、地域の知識や技能を習得し、

地域の特徴や素晴らしさを子どもたちに伝えること

無効回答

無回答

その他

n=6596
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■ 問 12 前述の質問で「１３．期待することは特にない」と回答いただいた方

に伺います。そう思われている理由は何ですか。（あてはまるもの全てに〇

（複数選択可）） 

「詳細な計画が提示されておらず具体的な利点が理解できないため」が83人で最も多く、

次いで「教員の質や教育内容が本質的に変わるわけではないため」が 77 人で続いている。 

 

 

 
■ 問 13 小学生・中学生の通学距離（通学時間）は、どの程度までならよいと

思いますか。（ひとつに〇） 

「1.5 ㎞（徒歩で約 30 分）まで」が 68.3％で最も多く、次いで「500m（徒歩で約 10 分）

まで」が 20.4％で続いている。 

 

  

83 

77 

65 

23 

15 

7 

0 

0 

0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

詳細な計画が提示されておらず

具体的な利点が理解できないため

教員の質や教育内容が本質的に変わる

わけではないため

町内のどの学校に通うことになっても教育内容、環境に

大きな差異が生じるものではないと考えるため

地域性の問題から学校再配置は難しいと

考えているため

無効回答

その他

町外の学校へ転校する予定があるため

学校における学習、教育環境に対して

関心がないため

無回答

N=270

無効回答
0.4%

無回答
1.2%

500m（徒歩で

約10分）まで
20.4%

1.5km（徒歩で約30分）まで
68.3%

3.0km（徒歩で約60
分または自転車で

約20分）まで

5.0km（徒歩で約90分また

は自転車で約30分）まで
0.8%

n=2637
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■ 問 14 今後、現在の通学距離よりも遠くなった場合、お子さまの通学手段に

ついてどのような方法で通うのがよいと思いますか。（ひとつに〇） 

「自転車で通学させたい」が 52.0％で最も多く、次いで「遠くなってもできるだけ徒歩で

通学させたい」が 27.7％で続いている。 

 

 

 

Ⅴ. 学校環境について 

 

■ 問 16 将来、私立校（小学校、中学校）に通わせることを検討しています

か。（ひとつに〇） 

「いいえ」が 84.5％で最も多く、次いで「はい」が 8.3％で続いている。 

 

 

  

無効回答
3.5%

無回答
2.0%

遠くなってもでき

るだけ徒歩で通

学させたい
27.7%

自転車で通学さ

せたい
52.0%

その他
14.8%

n=2637

無効回答
0.1%

無回答
7.1%

はい
8.3%

いいえ
84.5%

n=2637
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Ⅵ. 住民参画について 

 

■ 問 18 今後の教育環境の向上に向けた検討においては住民の皆様と連携して

進めていく必要があります。そのためにはどのような取り組みが効果的だと

思いますか。（ひとつに〇） 

「議論・対話の機会（ワークショップ等）をつくる」が 676 人で最も多く、次いで「アイ

デア提案の機会をつくる」が 657 人で続いている。 

 

 

※ 問１５、問１７につきましては、自由回答意見欄であり、個人の特定につながる可能性がござ

いますので割愛させていただいております。ご了承の程よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

676 

657 

598 

304 

290 

61 

51 

0 100 200 300 400 500 600 700

議論・対話の機会（ワークショップ等）をつくる

アイデア提案の機会をつくる

行政（町役場）が主導で検討を進めて結果を

住民に周知する

勉強会・説明会の開催

無回答

その他

無効回答

n=2637


